
 

      

 
 

 

《如月・冬萌》 

校長 中村 祐子 

２月の異称は、「如月(きさらぎ)」です。中国の古い書物に、「二月を如となす」という

記述があるので、この漢字になったそうです。「きさらぎ」と同じ読みで、「衣更着」と書

くこともあります。これは、平安時代の歌人・藤原(ふじわら)清(きよ)輔(すけ)が、歌学

書「奥義抄(おうぎしょう)」で、「衣を更に重ね着するくらいに寒い時期である」と解釈し

たことから、「きさらぎ」と呼ぶようになったという説があります。また、陽気が上向きに

なることを指す「気(き)更(さら)に来(く)る＝気(き)更来(さらぎ)」が語源とする説もあ

ります。さらに、草木の芽が張り出すという意味の「木(き)草(くさ)張(はり)月(づき)」

が変化したという説もあります。 

遠くから見ると枯れ木のように見える幹や枝にも、近づいてよく見てみると、新芽が用

意されていることに気付かされます。冬に草や木の芽がわずかに萌えだしていることを、

「冬萌(ふゆもえ)」と呼びます。木々たちは、春になって突然、芽をふき、花を咲かせる

のではなく、葉を落とした後、次の準備をちゃんとして、冬の寒さに耐えているのですね。 

１月９日から令和５年度第３学期が始まり、１７日の授業日数が過ぎていきました。残

りの授業日数は、３年生は３０日、１、２年生は３２日となりました。それぞれの花を咲

かせるために、この一日一日を大事に過ごしていきましょう。 

今回は、生徒の皆さんが教えてくれた「わたしの好きな百人一首の句」を紹介します。 
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百人一首大会                       文化行事委員会 石川 千春 

「ひさかたの 光のどけき 春の日に～ しづ心なく 花の散

る～らむ～」バシッ、バシッと畳をたたく音と歓声に会場は包まれ

ました。１月１２日（金）本校オープンスペースにおいて、百人一

首大会が行われました。全校生徒が７つのブースに分かれて熱戦

を繰り広げました。読み手が上の句を読み始めると同時に、真剣な

様子で札を探し当てていました。１回戦、２回戦、３回戦を勝ち抜

いた２年生の I.Y.さんが優勝、同じく２

年生の K.R.さんが準優勝、そして２年生の Y.A.さんが３位に輝きました。今

回は２年生が大活躍の大会となりました。表彰式までの間に、先生も参加する

エキシビションマッチも行いました。とても盛り上がると同時に親睦を図るよ

い機会になりました。今回の百人一首大会を機に、古典に親しむきっかけにな

ればと思います。「来年の大会に向けて今から少しずつ札を覚えていきます」

と言ってくれた生徒がいました。ぜひ頑張ってください！ 
 

西多摩中学生弁論大会                   生徒会担当 林田 武久 

1月16日（火）に羽村コミュニティセンターで西多摩中学生弁論大会が催されました。この弁論大

会は、西多摩地区の各校代表生徒1名もしくは2名が、弁士として共通テーマである「友達の基準」や

自由に設定したテーマについて、自分の意見を発表するものです。本校からは、生徒会会長であるT.K.

さんが「友達の基準」を、副会長のY.S.さんが「持続可能な社会に向けて私たちができること」という

テーマで発表しました。 

弁論を完成させるまでの幾度とない添削と修正、発表練習を経

て、舞台の上で発表する姿はとても立派だったと思います。「友

達の基準」は、まさに十人十色で、各校の自由設定テーマにも興

味深い内容があったので、ぜひ生徒会本部役員に当日どんな発表

があったか聞いてみてください。 
          

２日(金) 小学生部活動体験 

５日(月) 朝礼 安全指導 ６年生体験授業 

入学生保護者説明会 

６日(火) 小学生部活動体験 

７日(水) ３時間授業 

８日(木) 食育(１) ＡＬＴ 

９日(金) 食育(２) 巡回指導 

１１日(日) 建国記念の日 

１２日(月) 休日 

１３日(火) 食育(３) 巡回相談 

 スクールカウンセラー 

１４日(水) 道徳（いじめについて） 

１６日(金) 避難訓練 

１９日(月) 専門委員会 

２０日(火) スクールカウンセラー 

２３日(金) 天皇誕生日 

２６日(月) 学年末試験(1,2)＜技家・美・音＞ 

  ４時間授業 

２７日(火) 学年末試験(全)＜社・数・理＞  

４時間授業 

２８日(水) 学年末試験(全)＜国・英・体＞  

校外学習(ひのき) 

  

の予定 


